
豊中市火災予防条例事務処理要綱  
 

（ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、 豊 中 市 火 災 予 防 条 例 （ 昭 和 ３ ７ 年 豊 中 市

条 例 第 １ ６ 号 。以 下「 条 例 」と い う 。）の 規 定 に 基 づ く 申 請 又

は 届 出 に 対 す る 事 務 の 処 理 に つ い て 必 要 な 事 項 を 定 め る こ と

を 目 的 と す る 。  

 

（ 用 語 の 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に よ る 用 語 の 意 義 は 、次 に 定 め る 各 号 に よ る 。 

⑴   電 算 処 理 と は 、届 出 、申 請 等 の 受 理 事 務 及 び 情 報 を 消 防  

Ｏ Ａ シ ス テ ム で 処 理 す る こ と を い う 。  

⑵   技 術 上 の 基 準 と は 、消 防 法 施 行 令 で い う 消 防 用 設 備 等 の  

設 置 及 び 維 持 の 技 術 上 の 基 準 及 び 条 例 で い う 技 術 上 の 基

準 を い う 。  

⑶   少 量 危 険 物 と は 、指 定 数 量 の ５ 分 の １ 以 上（ 個 人 住 居 で  

貯 蔵 し 又 は 取 り 扱 う 場 合 に あ っ て は 、指 定 数 量 の ２ 分 の １  

以 上 ） 指 定 数 量 未 満 の 危 険 物 を い う 。  

⑷   指 定 可 燃 物 と は 、 条 例 第 ３ ３ 条 で 定 め る 物 品 を い う 。  

⑸   規 則 様 式 と は 、豊 中 市 火 災 予 防 条 例 施 行 規 則（ 昭 和 ３ ７

年 豊 中 市 規 則 第 ２ ４ 号 ）に 定 め る 届 出 書 等 の 様 式 を い う 。 

 

（ 喫 煙 等 の 許 可 申 請 処 理 ）  

第 ３ 条  条 例 第 ２ ３ 条 第 １ 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 、 喫 煙 等 の

許 可 申 請 が あ っ た と き は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ り 処 理 す る

も の と す る 。  

⑴   消 防 署 長 （ 以 下 「 署 長 」 と い う 。） は 、 当 該 申 請 書 の 内  

容 を 審 査 し 、 申 請 に か か る 電 算 処 理 後 、 必 要 が あ る と 認 め  

る と き は 調 査 を 行 う も の と す る 。  

⑵   前 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、火 災 予 防 上 支 障 が な い と 認  

め る と き は 、申 請 書 の う ち １ 通 に 許 可 済 の 印（ 様 式 第 １ 号 ） 

を 押 し て 、 申 請 者 に 交 付 す る も の と す る 。  

⑶   第 １ 号 の 審 査 及 び 調 査 の 結 果 、火 災 予 防 上 支 障 が あ る と

認 め る と き は 、申 請 書 の 経 過 欄 に 許 可 で き な い 旨 を 朱 書 し 、



申 請 者 に 交 付 す る も の と す る 。  

 

（ 指 定 催 し の 指 定 ）  

第 ３ 条 の ２  条 例 第 ４ ２ 条 の ２ の 規 定 に よ り 、 指 定 催 し の 指 定

に 関 す る 事 務 等 に つ い て は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ り 処 理 す

る も の と す る 。  

⑴  署 長 は 、大 規 模 な も の と し て 消 防 長 が 別 に 定 め る 要 件（ 平

成 ２ ６ 年 消 防 長 告 示 第 ４ 号 。以 下「 指 定 要 件 」と い う 。）に

該 当 す る 催 し が 開 催 さ れ る 場 合 は 、 主 催 す る 者 （ 当 該 催 し

の 代 表 者 又 は 代 表 者 か ら 委 任 を 受 け て い る 者 ） に 、 場 所 及

び 店 舗 数 等 を 確 認 す る も の と す る 。  

⑵  署 長 は 条 例 第 ４ ２ 条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 主 催 す る

者 か ら 意 見 を 聴 く 場 合 は 、 不 利 益 処 分 に 係 る 弁 明 の 機 会 の

付 与 に つ い て 、 豊 中 市 行 政 手 続 条 例 （ 平 成 ９ 年 豊 中 市 条 例

第 ６ 号 ） 及 び 豊 中 市 聴 聞 及 び 弁 明 の 機 会 の 付 与 の 手 続 に 関

す る 規 則 （ 平 成 ６ 年 豊 中 市 規 則 第 ３ ４ 号 ） に 定 め る と こ ろ

に よ り 行 う も の と す る 。 な お 、 弁 明 の 機 会 の 付 与 に つ い て

は 、 主 催 す る 者 か ら 書 面 （ 様 式 第 ２ 号 ） に よ る 通 知 を 求 め

ら れ た 場 合 を 除 き 、 口 頭 で 行 う も の と し 、 聴 取 し た 意 見 に

つ い て は 、 意 見 聴 取 記 録 書 （ 様 式 第 ３ 号 ） に 記 録 し て お く

こ と と す る 。  

⑶  署 長 は 、 指 定 催 し を 指 定 し た と き は 、 指 定 催 し の 指 定 通

知 書 （ 規 則 様 式 第 ２ 号 ） を 、 主 催 す る 者 に 通 知 す る も の と

し 、豊 中 市 消 防 長 等 公 告 例（ 昭 和 ２ ３ 年 消 防 長 告 示 第 １ 号 ）

の 定 め る 方 法 に よ る 告 示 及 び 市 の ホ ー ム ペ ー ジ に よ る 公 表

を 行 う も の と す る 。  

 

 （ 指 定 催 し に 係 る 防 火 管 理 ）  

第 ３ 条 の ３  条 例 第 ４ ２ 条 の ３ の 規 定 に よ り 、 指 定 催 し に 係 る

防 火 管 理 に 関 す る 事 務 等 に つ い て は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ

り 処 理 す る も の と す る 。  

⑴  署 長 は 、 火 災 予 防 上 必 要 な 業 務 に 関 す る 計 画 提 出 書 （ 以

下 「 計 画 書 」 と い う 。）（ 規 則 様 式 第 ３ 号 ） に 係 る 事 務 処 理

及 び 審 査 期 間 と し て 原 則 １ ４ 日 前 ま で に 計 画 書 を ２ 通 提 出



さ せ る も の と し 、 当 該 指 定 催 し の 計 画 に 係 る 書 類 の 欠 落 、

不 備 事 項 等 が あ れ ば 、 主 催 す る 者 に 対 し て 、 速 や か に 是 正

す る た め に 、必 要 な 措 置 を 講 じ る よ う 指 導 す る も の と す る 。 

⑵  提 出 書 類 の 審 査 及 び 指 導 の 結 果 、 計 画 書 に 不 備 が な い 場

合 は 、 電 算 処 理 し 、 検 査 の 日 程 を 組 む 。 検 査 時 、 当 該 指 定

催 し が 計 画 書 ど お り に 開 催 さ れ て お り 、 か つ 火 災 予 防 上 支

障 が な い と 判 断 し た 場 合 は 、届 出 受 理 済 の 印（ 様 式 第 ４ 号 ）

を 押 し た １ 通 を 主 催 す る 者 に 返 却 し 、 検 査 を 終 了 す る 。  

⑶  条 例 第 ４ ２ 条 の ３ 第 ２ 項 中「 消 防 署 長 が 定 め る 日 」と は 、

指 定 を 受 け て か ら 開 催 す る 日 ま で の 間 で 計 画 書 を 作 成 す る

の に 必 要 な 日 数 と し 、 審 査 及 び 検 査 に 支 障 が な い よ う 遅 滞

な く 提 出 さ せ る こ と と す る 。  

⑷  指 定 通 知 書 を 交 付 後 、 第 １ 号 及 び 前 号 に 規 定 す る 日 ま で

に 計 画 書 が 提 出 さ れ な い 場 合 は 、 豊 中 市 火 災 予 防 違 反 処 理

規 程 （ 平 成 １ ６ 年 消 防 長 訓 令 第 ３ １ 号 ） に 従 い 、 事 務 を 行

う も の と す る 。  

 

（ 防 火 対 象 物 の 使 用 開 始 の 届 出 処 理 ）  

第 ４ 条  条 例 第 ４ ３ 条 の 規 定 に よ り 、 防 火 対 象 物 の 使 用 開 始 届

出 が あ っ た と き は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ り 処 理 す る も の と

す る 。  

⑴   署 長 は 、当 該 届 出 書 の 内 容 に つ い て 審 査 し 、届 出 に か か  

る 電 算 処 理 後 、 検 査 を 行 う も の と す る 。  

⑵   前 号 の 審 査 及 び 検 査 の 結 果 、技 術 上 の 基 準 及 び 火 災 予 防  

上 支 障 が な い と 認 め る と き は 、届 出 書 の う ち １ 通 に 届 出 受  

理 済 の 印 を 押 し て 、 届 出 者 に 交 付 す る も の  

と す る 。  

⑶   第 １ 号 の 審 査 及 び 検 査 の 結 果 、技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て  

い な い と き 又 は 火 災 予 防 上 支 障 が あ る と 認 め る と き は 、届  

出 書 の う ち １ 通 に 指 示 書 を 添 付 （ 軽 易 な も の に つ い て は 、 

口 頭 指 示 に よ る こ と が で き る 。） し 、 届 出 者 に 交 付 す る も  

の と す る 。  

 

 



（ 火 を 使 用 す る 設 備 等 の 設 置 の 届 出 処 理 ）  

第 ５ 条  署 長 は 、 条 例 第 ４ ４ 条 の 規 定 に よ り 、 同 条 各 号 に 掲 げ

る 火 を 使 用 す る 設 備 等 の 設 置 の 届 出 が あ っ た と き に 行 う 事 務

処 理 に つ い て は 、 前 条 に 準 じ て 処 理 す る も の と す る 。  

 

（ 火 災 と ま ぎ ら わ し い 煙 等 を 発 す る お そ れ の あ る 行 為 等 の 届 出

処 理 ）  

第 ６ 条  条 例 第 ４ ５ 条 の 規 定 に よ り 、 同 条 各 号 に 掲 げ る 火 災 と

ま ぎ ら わ し い 煙 等 を 発 す る お そ れ の あ る 行 為 等 に つ い て の 届

出 が あ っ た と き は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ り 処 理 す る も の と

す る 。  

⑴   署 長 は 、当 該 届 出 書 の 内 容 に つ い て の 審 査 又 は 必 要 が あ  

る と き に 行 う 調 査 及 び そ の 他 の 事 務 処 理 に つ い て は 、第 ４  

条 に 準 じ て 処 理 す る も の と す る 。  

⑵   署 長 は 、条 例 第 ４ ５ 条 第 １ 号 、第 ２ 号 、第 ４ 号 、第 ５ 号

及 び 第 ７ 号 に 掲 げ る 行 為 等 の 届 出 書 の 内 容 に つ い て 警 備

上 必 要 と 認 め る と き は 、 関 係 署 長 に 通 知 す る も の と す る 。

こ の 場 合 の 通 知 は 文 書 に よ ら な い こ と が で き る も の と す

る 。  

 

（ 指 定 洞
とう

道 等 の 届 出 処 理 ）  

第 ７ 条  条 例 第 ４ ５ 条 の ２ の 規 定 に よ り 、 指 定 洞
とう

道 等 の 届 出 が

あ っ た と き は 、次 に 定 め る と こ ろ に よ り 処 理 す る も の と す る 。 

⑴   署 長 は 、当 該 届 出 書 の 内 容 に つ い て の 審 査 又 は 必 要 が あ  

る と 認 め る と き に 行 う 調 査 及 び そ の 他 の 事 務 処 理 に つ い  

て は 、 第 ４ 条 に 準 じ て 処 理 す る も の と す る 。  

⑵   署 長 は 、当 該 届 出 書 の 内 容 に つ い て 警 備 上 必 要 と 認 め る  

と き は 、 関 係 署 長 に 通 知 す る も の と す る 。こ の 場 合 の 通 知  

は 文 書 に よ ら な い こ と が で き る も の と す る 。  

 

（ 少 量 危 険 物 又 は 指 定 可 燃 物 の 貯 蔵 及 び 取 扱 い の 届 出 処 理 ）  

第 ８ 条  条 例 第 ４ ６ 条 の 規 定 に よ り 、 少 量 危 険 物 又 は 指 定 可 燃



物 の 貯 蔵 及 び 取 扱 い の 届 出 が あ っ た と き は 、 次 の 各 号 に 定 め

る と こ ろ に よ り 処 理 す る も の と す る 。  

⑴   少 量 危 険 物 に つ い て は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

  ア  署 長 は 、 当 該 届 出 書 の 内 容 を 審 査 し 、 届 出 に か か る 電

算 処 理 後 、 検 査 を 行 う も の と す る 。  

  イ  前 ア の 審 査 及 び 検 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て

い る と 認 め る と き は 、 届 出 書 の う ち １ 通 に 届 出 受 理 済 の

印 を 押 し て 、 届 出 者 に 交 付 す る も の と す る 。  

  ウ  前 ア の 審 査 及 び 検 査 の 結 果 、 技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て

い な い と 認 め る と き は 、 第 ４ 条 第 ３ 号 に 準 じ て 処 理 す る

も の と す る 。  

⑵   指 定 可 燃 物 に つ い て は 、前 号 に 準 じ て 処 理 す る も の と す  

る 。  

 

（ タ ン ク の 水 張 検 査 等 の 申 請 処 理 ）  

第 ９ 条  条 例 第 ４ ７ 条 の 規 定 に よ り 、 タ ン ク の 水 張 検 査 等 の 申

請 が あ っ た と き は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ り 処 理 す る も の と

す る 。  

⑴   署 長 は 、当 該 申 請 書 の 内 容 を 審 査 し 、申 請 に か か る 電 算  

処 理 後 、 タ ン ク 検 査 を 実 施 す る も の と す る 。  

⑵  前 号 の 審 査 及 び 検 査 の 結 果 、技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て い  

る と 認 め る と き は 、 少 量 危 険 物 等 タ ン ク 検 査 調 書（ 様 式 第  

５ 号 ）及 び 少 量 危 険 物 等 タ ン ク 検 査 済 証 （ 規 則 様 式 第 ２ １  

号 、 規 則 様 式 第 ２ ２ 号 ） を 作 成 し 、 少 量 危 険 物 等 タ ン ク 検  

査 済 証 （ 規 則 様 式 第 ２ １ 号 ） に 公 印 を 押 し て 、 申 請 者 に 交  

付 す る も の と す る 。  

⑶  第 １ 号 の 審 査 及 び 検 査 の 結 果 、技 術 上 の 基 準 に 適 合 し て  

い な い と 認 め る と き は 、申 請 書 の 経 過 欄 に そ の 旨 を 朱 書 し 、 

申 請 者 に 交 付 す る も の と す る 。  

 

（ 委 任 ）  

第 １ ０ 条  こ の 要 綱 の 施 行 に つ い て 必 要 な 事 項 は 、 予 防 課 長 が

別 に 定 め る も の と す る 。  

 



   附  則 （平成１８年１０月２０日豊消予第４５号消防長通知） 

 こ の 要 綱 は 、 通 知 の 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則 （平成２６年１０月１日豊消予第７４号消防長通知） 

 こ の 要 綱 は 、 平 成 ２ ６ 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

   附  則 （平成３１年４月１６日豊消予第３１号消防長通知） 

 こ の 要 綱 は 、 通 知 の 日 か ら 施 行 す る 。  



様式第１号

備考　　豊中市の次に主管署名を入れる。

第 号

豊 中 市

年 月 日



様式第２号 
第   号 

年  月  日 
 

住所 
氏名        様 
（法人その他の団体にあっては、事務 

所の所在地、名称及び代表者の氏名） 
豊中市 消防署長 印    

 
 

弁 明 の 機 会 の 付 与 通 知 書 
 
 豊中市行政手続条例第２８条第 1 項の規定により、次のとおり弁明の機会を付与します

ので通知します。 
 

予定される不利益処分の内容

及び根拠となる法令の条項 

 

不利益処分の原因となる事実 
 

口頭による弁明の機会の付与

の有無 
 

弁明書の提出先又は出頭すべ

き場所 
 

弁明書の提出期限又は出頭す

べき日時 
 

 
（教示）弁明書の提出期限又は出頭すべき日時までの間、当該不利益処分の原因となる事

実を証する資料の閲覧等を求めることができます。 
（注）１ 代理人を選任するときは、弁明書の提出期限又は出頭すべき日時までに委任状

等代理権を証する書面を提出してください。 
２ 出頭するときは、この通知書を持参ください。 

 
 



様式第３号（表） 

意見聴取記録書（第    回） 

 

意見聴取実施日時           ～          

意見聴取場所                        

催しの開催場所                       

催しの名称                      

催 し の 開 催 期 間                       

 上記の催しについて、下記の者から意見を聴取しました。  

 法人名等          役職・氏名          

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



様式第３号（裏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見聴取者 所属       階級・氏名       印 

記 録 者 所属       階級・氏名       印 



様式第４号

備考　　豊中市の次に主管署名を入れる。

第 号

豊 中 市

年 月 日



様式第５号

　　　　        　年　　月　　日

　　    　　　第　　　　　　号

住 所

氏 名

受理年月日

受 理 番 号
決 裁 欄

(連絡先　　　　　　　　　　　　）
申
請
者

検 査 場 所

年 月 日 検査の結果、豊中市火災予防条例に定める技術上の

基準に適合していると認められますので、タンク検査済証を交付してよろし

いか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検査番号　　　　　第　　　　　　　　号

　水　張　・　水　圧　（ 検 査 圧 力 （　　           　　　ｋＰａ） ）

届 出 場 所

検査の種類


